
数Ⅱ センター試験対策 

【式と証明 例題】 

例題１ 二項定理と多項定理 

⑴ (2𝑥2 −
1

2𝑥
)

6

 の展開式における 𝑥3 の係数を求めよ。 

⑵ (1 + 3𝑥 − 𝑥2)8 の展開式における 𝑥3 の係数を求めよ。 

 

例題２ 整式の除法 

 6𝑥4 + 3𝑥3 + 𝑥2 − 1 を整式 𝐵 で割ると、商は 3𝑥2 + 2 、余りは−2𝑥 + 1 である。𝐵 を求めよ。 

 

例題３ 分数式の計算 

 次の分数式を計算して簡単にせよ。 

⑴ 
2

𝑥−2
+

1

𝑥+1
−

𝑥+4

𝑥2−𝑥−2
       ⑵ 

x+1+
2

x−2

x−1−
2

x−2

 

 

例題４ 複素数の計算 

 (3 + 𝑖)𝑧 − 5(1 + 5𝑖) = 0 を満たすとき、𝑧 の値を求めよ。 

 

例題５ 複素数の相等 

 次の等式を満たす実数 𝑥, 𝑦 を求めよ。 

 (2 + 𝑖)𝑥 + (3 − 2𝑖)𝑦 = −9 + 20𝑖 

 

例題６ 係数に 𝑖 を含む方程式 

 𝑎 を実数の定数とするとき、 

  (2 + 𝑖)𝑥2 + (2 + 𝑎𝑖 + 𝑖)𝑥 − 4 + 𝑎𝑖 = 0 

を満たす実数 𝑥 が存在するように、𝑎 の値を求めよ。 

 

例題７ 解と係数の関係 

 2 次方程式 𝑥2 + 𝑎𝑥 + 𝑏 = 0 の 2 つの解を 𝛼, 𝛽 とする。2 次方程式 𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑎 = 0 の解が 

𝛼 + 1, 𝛽 + 1 であるとき、𝑎, 𝑏 の値を求めよ。 

 

例題８ 2 数を解とする 2 次方程式 

 方程式 𝑥2 − 5𝑥 + 3 = 0 の 2 つの解を 𝛼, 𝛽 とし、𝛼3 , 𝛽3 を解にもつ 2 次方程式を 1 つ求めよ。 

 

例題９ 解の条件 

 2 次方程式 𝑥2 − 12𝑥 + 𝑘 = 0 の 1 つの解が他の解の 2 乗であるとき、𝑘 の値を求めよ。 
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例題１０ 剰余の定理・因数定理 

⑴ 𝑃(𝑥) を 𝑥2 − 𝑥 − 2 で割ったときの商が 𝑄(𝑥) 、余りが 2𝑥 + 5 のとき、𝑃(𝑥) を 𝑥 + 1 で割った

余りを求めよ。 

⑵ 整式 𝑥3 + 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 − 2 が 𝑥2 + 𝑥 − 2 で割り切れるとき、𝑎, 𝑏 の値を求めよ。 

 

例題１１ 剰余の定理① 

 整式 𝑃(𝑥) を (𝑥 − 2)(𝑥 − 3) で割ると余りは 4𝑥 、(𝑥 − 3)(𝑥 − 1) で割ると余りは 3𝑥 + 3 である。

このとき、𝑃(𝑥) を (𝑥 − 1)(𝑥 − 2) で割ったときの余りを求めよ。 

 

例題１２ 剰余の定理② 

整式 𝑃(𝑥) を (𝑥 + 1)2 で割ったときの余りは 2𝑥 + 3 、また、𝑥 − 1 で割ったときの余りは 1 で

ある。𝑃(𝑥) を (𝑥 + 1)2(𝑥 − 1) で割ったときの余りを求めよ。 

 

例題１３ 因数定理と高次方程式 

⑴ 3 次方程式 𝑥3 − 6𝑥2 + 9𝑥 − 2 = 0 を解け。 

⑵ 𝑎 を定数とする。3 次方程式 𝑥3 − 𝑎𝑥2 − (𝑎 + 3)𝑥 + 6 = 0 の 1 つの解が 𝑥 = 1 であるとき、𝑎 

の値と残りの解を求めよ。 

 

例題１４ 高次方程式の解の個数 

 𝑥3 + (𝑎 − 2)𝑥2 + (1 − 2𝑎)𝑥 − 2 = 0 が重解をもつように 𝑎 の値を定めよ。 

 

例題１５ 3 次方程式の解と係数の関係 

 3 次方程式 𝑥3 − 𝑝𝑥2 + 11𝑥 − 𝑞 = 0 が 3 つの連続する正の整数を解とするとき、𝑝, 𝑞 の値を求

めよ。 

 

例題１６ 1 つの解が 𝑝 + 𝑞𝑖 のとき 

 方程式 𝑥3 + 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 6 = 0 (𝑎, 𝑏 は実数)の 1 つの解が 1 + 𝑖 のとき、𝑎, 𝑏 の値と他の 2 つの

解を求めよ。 

 

例題１７ 立方根 ω の性質 

 方程式 𝑥3 = 1 の虚数解の 1 つを 𝜔 とするとき、次の値を求めよ。 

⑴ 𝜔8 + 𝜔4 + 5 

⑵ 1 + 𝜔 + 𝜔2 + 𝜔3 + ⋯ + 𝜔17 + 𝜔18 
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例題１８ 恒等式 

 次の恒等式が成り立つように、𝑎, 𝑏, 𝑐 の値を定めよ。 

⑴ 2𝑥2 − 5𝑥 − 1 = 𝑎(𝑥 − 1)(𝑥 − 2) + 𝑏(𝑥 − 2)(𝑥 − 3) + 𝑐(𝑥 − 3)(𝑥 − 1) 

⑵ 𝑥3 + 2𝑥2 − 4 = (𝑥 + 3)3 + 𝑎(𝑥 + 3)2 + 𝑏(𝑥 + 3) + 𝑐 

 

例題１９ 条件があるときの式の値 

 𝑎 + 𝑏 + 𝑐 = 0 のとき、𝑎 (
1

𝑏
+

1

𝑐
) + 𝑏 (

1

𝑐
+

1

𝑎
) + 𝑐 (

1

𝑎
+

1

𝑏
) の値を求めよ。 

 

例題２０ 比例式 

 実数 𝑎, 𝑏, 𝑐 が 
𝑏+𝑐

𝑎
=

𝑐+𝑎

𝑏
=

𝑎+𝑏

𝑐
 を満たすとき、この式の値を小さい順にすべて答えよ。 

 

例題２１ 相加・相乗平均 

 𝑎 > 0, 𝑏 > 0 のとき、(𝑎 +
1

𝑏
) (𝑏 +

4

𝑎
) の最小値を求めよ。 

 

例題２２ 不等式の証明 

 次の不等式を証明せよ。 

⑴ 𝑎4 + 𝑏4 ≧ 𝑎3𝑏 + 𝑎𝑏3 

⑵ √2(𝑥 + 𝑦) ≧ √𝑥 + √𝑦 (𝑥 > 0, 𝑦 > 0) 

⑶ (𝑥 +
9

𝑦
) (𝑦 +

1

𝑥
) ≧ 16 (𝑥 > 0, 𝑦 > 0) 


